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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】マルチビュー補助と警報の機能をもつ自動車ル
ームミラー型デバイスを提供する。
【解決手段】方向の異なる複数のカメラを利用し、角度
の異なる複数の映像をルームミラー本体１、及び無線レ
シーバー付き補助ディスプレイ装置に表示し、ドライバ
ーが車内外の全エリアを同時に確認できるようにしてい
る。これとは別にサブスクリーンを設けて、タイヤ圧、
時間、温度など、重要な車両情報を表示して、ドライブ
の安全性を高めている。このルームミラー本体１は赤外
線センサー１１２、及び携帯電話を通して遠隔地からＩ
Ｄ識別可能なＧＳＭ全方位カメラ１１１を有しており、
このＧＳＭ全方位カメラは車内外の映像を記録し、赤外
線センサーは、侵入されたことを探知すると、設定済み
のＧＳＭ携帯電話において映像と音声を受信させること
ができるとともに、ＧＰＳ情報を発信して、車が破壊ま
たは盗難に遭ったと疑われるときの追跡と対応の動作に
資する。
【選択図】図１



(2) JP 3200960 U 2015.11.12

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　正面の鏡面上に、左から右に、左メインスクリーン、中間メインスクリーン、右メイン
スクリーンを有し、左メインスクリーンと中間メインスクリーンの間に左サブスクリーン
、中間メインスクリーンと右メインスクリーンの間に右サブスクリーンを有するルームミ
ラー本体、
　このルームミラー本体の右下側にあるスライド機構を用いて左右に平行移動でき、正面
から回転して調整でき、撮影した画面が前記右メインスクリーンに表示される右後方カメ
ラ、
　このルームミラー本体の正面中央下側に設けられ、正面から回転して調整でき、撮影し
た画面が中間メインスクリーンに表示される後方正面カメラ、
　このルームミラー本体の左下側にあるスライド機構を用いて左右に平行移動でき、正面
から回転して調整できる左後方カメラ、
　このルームミラー本体の右サイドにあるスライド機構に設けられ、正面から回転して調
整でき、スライド機構上をスライドし、撮影した画面が左メインスクリーンに表示される
右前方カメラ、
　このルームミラー本体の左サイドにあるスライド機構に設けられ、正面から回転して調
整でき、スライド機構上をスライドする左前方カメラ、
　このルームミラー本体に設けられ、車両情報を受信して、前記左サブスクリーンと右サ
ブスクリーンに表示するレシーバー、
　このルームミラー本体に設けられ、外付け記憶装置を挿入して、前記の車両情報、右後
方カメラ、右前方カメラ及び後方正面カメラが撮影した画面情報を記憶保存することがで
きる１個以上の保存装置用スロット、
　このルームミラー本体に設けられ、前記の左前方カメラと左後方カメラが撮影した画面
を情報信号に変えて送信できるトランスミッター、
　このルームミラー本体に設けられており、人体の赤外線を探知できる赤外線センサー、
外部からの振動信号を探知できる振動信号レシーバー、外部からのＧＰＳ信号を受信でき
るＧＰＳ情報レシーバーを含む警告モジュール、
　他の装置と識別できるＩＤを有し、撮影したコンテンツを記録情報に変えるＧＳＭ全方
位カメラ、
　前記の赤外線センサーと振動信号レシーバーをトリガーにして、設定済み端末に向けて
、前記の記録情報とＧＰＳ信号を含む警告信号を発信する無線周波数トランスミッターま
たはＳＩＭカード式のトランスミッターである警告トランスミッター、
　外付け記憶装置を挿入して、前記の記録情報とＧＰＳ信号を記憶保存することができる
１個以上の保存装置用サブスロット、
　携帯電話、タブレットＰＣ、ノート型ＰＣまたは卓上ＰＣのいずれかであり、専用のユ
ーザーインターフェースが設置され、遠隔地からＧＳＭ全方位カメラを制御できる前記の
設定済み端末、
　タイヤ圧信号レシーバー、時間レシーバー及び温度レシーバーである前記のレシーバー
、及び、タイヤ圧信号、時間信号及び温度信号である前記の車両情報、を含む、
　マルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動車ルームミラー型デ
バイス。
【請求項２】
　ルームミラー本体を自動車に装着するとき、自動車の電気回路と接続し、前記の赤外線
センサーと振動信号レシーバーは直接、自動車のバッテリーと接続し、自動車電機回路が
オフの状態であっても、赤外線センサーと振動信号レシーバーは、警報を発すべき状況を
探知したら、自動車電気回路をオンに切り替え、これをトリガーにして、前記の警告トラ
ンスミッターをして設定済み端末に向けて警告信号を発信させる、請求項１に記載の、マ
ルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動車ルームミラー型デバイ
ス。
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【請求項３】
　正面において、上から下に、アッパー補助スクリーンとロワー補助スクリーンを有する
補助ディスプレイ装置、この補助ディスプレイ装置に設けられており、ルームミラー本体
のトランスミッターから送信された前記の情報信号を受信し、左前方カメラが撮影した画
面をアッパー補助スクリーンに表示し、左後方カメラが撮影した画面をロワー補助スクリ
ーンに表示する、１個以上のレシーバー、この補助ディスプレイ装置に設けられ、外付け
記憶装置を挿入して、前記の情報信号を記憶保存することができる１個以上の記憶装置用
スロット、及び、ＳＤカード、ｍｉｎｉＳＤカード、ｍｉｃｒｏＳＤ（登録商標）カード
を挿入できる、前記の保存装置用スロット、保存装置用サブスロット、記憶装置用スロッ
ト、を含む、請求項２に記載の、マルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を
備えた自動車ルームミラー型デバイス。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、マルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動車ルーム
ミラー型デバイス、特にＧＳＭ（登録商標）全方位カメラとセンサー信号送信装置を備え
た、マルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動車ルームミラー型
デバイスに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車を運転中に路上でもめ事が発生したとき、責任の所在をはっきりさせるのが難
しかった。このような状況に対応するため、今日ではドライブレコーダーがかなり普及し
ている。しかし、今日のドライブレコーダーはほとんどが自動車のフロントガラスの前に
、自動車の正面前方を向いて設置されており、後方や両サイドの状況は、録音を通して不
完全にしか理解できず、特にフロントピラーによる死角エリアは、最も注意が行き届かな
い角度である。よって、現在市販のルームミラー型ドライブレコーダーは、車両の前後左
右を監視することはできず、車外前方の二つの死角エリアを監視するのは不可能である。
たとえば、カメラを車両の前方に向けて設置すると、車両の両サイドをこするような衝突
や、後方からの追突は、ドライブレコーダーが事故発生の経過を記録することはできない
。
【０００３】
　現在、市場に出回っているルームミラー型ドライブレコーダーのほとんどは、注意の行
き届かない死角エリアを有するという上述の欠点を有しており、これとは別に、ドライブ
レコーダーシステムそのものを販売している業者もいる。しかし、これらのシステムは、
自動車の本体または車外のドアミラーに穴を開け、配線しなければ有効に機能しない。取
り付けが不適切だと、運転中の識別を困難にしたり、自動車内部の電気回路と外観を損ね
るといった問題が出てくる。よって、取り付け後、さまざまな付加機能と広角監視記録を
可能とするようなドアミラー、ルームミラーの開発が業界で待たれている。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案に係るマルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動車ルー
ムミラー型デバイスは、最新の自動車向け配備であるコントローラや後方映像表示装置を
持たない自動車に対して、全方位の映像を監視し、記録できる機能を提供して、幅広いさ
まざまな車種に応用可能とするとともに、ＧＰＳ情報、タイヤ圧または温度など、車両情
報を提供して、ドライバーが即座に運転に必要な情報をキャッチできるようにし、また、
自動車所有者が車両の盗難に遭ったとき、または車両が誰かに破壊、侵入されたとき、証
拠となる映像を利用可能とし、ＧＰＳ情報により自動車の安全性を高めて保護する機能を
提供する。
【課題を解決するための手段】
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【０００５】
　本考案に係るマルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動車ルー
ムミラー型デバイスは、ルームミラー本体を含んでいる。このルームミラー本体の正面は
鏡面を有し、この鏡面は、通常は主に、ドライバーが車の後方や後部座席同乗者を確認す
るための鏡面であり、鏡面内には、左、中間、右に、それぞれひとつのメインスクリーン
があって、左メインスクリーン、中間メインスクリーン、右メインスクリーンを成してお
り、これらの各メインスクリーンに挟まれた部分の二カ所にはサブスクリーンがあり、そ
れぞれ左サブスクリーン、右サブスクリーンを成しており、これらのメインスクリーンと
サブスクリーンは、ひとつひとつ個別に選んでオンにしたり、全部オンにしたり、全部オ
フにすることが可能である。
【０００６】
　このルームミラー本体の正面から、このルームミラー本体の正面を見てみると、後方正
面カメラがルームミラー本体正面の中間下側に設置され、後方正面における交通状況を撮
影しており、この後方正面カメラは接続場所で固定されており、正面で回して調整できる
レンズを備えている。ルームミラー本体正面の左下側と右下側は、それぞれスライド機構
を備え、左下側のスライド機構には左後方カメラが設置され、左後方の交通状況を撮影し
ており、右下側のスライド機構には右後方カメラが設置され、右後方の交通状況を撮影し
ている。この左後方カメラと右後方カメラはそれぞれ、ルームミラー本体上でスライド機
構に沿ってスライド移動させることができ、しかも左後方カメラと右後方カメラはいずれ
も、正面で回して調整できるレンズを備えている。
【０００７】
　このルームミラー本体の右サイドにはスライド機構があり、右前方カメラがこのルーム
ミラー本体右サイドのスライド機構に設けられており、右前方における交通状況を撮影し
ており、ルームミラー本体左サイドにはスライド機構があり、左前方カメラがこのルーム
ミラー本体左サイドスライド機構に設けられており、左前方における交通状況を撮影して
いる。この右前方カメラと左前方カメラは、ルームミラー本体の左右両サイドに沿ってス
ライド機構上をスライドし、カメラは回して調整できるレンズを有し、これらのカメラは
、車の左右フロントピラーの死角エリアを監視する目的を果たすことができる。
【０００８】
　後方正面カメラが撮影した映像は、情報信号として発信されて中間メインスクリーンに
表示され、右後方カメラが撮影した映像は、情報信号として発信されて右メインスクリー
ンに表示され、右前方カメラが撮影した映像は、情報信号として発信されて左メインスク
リーンに表示されるので、ドライバーはリアルタイムで前記三方向の交通状況をキャッチ
することができる。
【０００９】
　さらにひとつ以上のレシーバー、ひとつ以上のトランスミッターが、このルームミラー
本体に設置されており、このレシーバーは車両情報を受信して左サブスクリーンと右サブ
スクリーンに表示する。このレシーバーは、タイヤ圧信号レシーバー、時間レシーバー、
温度レシーバー及びＧＰＳ（ＧｌｏｂａｌＰｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇＳｙｓｔｅｍ）情報レ
シーバーであり、これらの車両情報とは、タイヤ圧信号、時間信号、温度信号及びＧＰＳ
情報信号で、ユーザーに対して車を運転するときの安全関連情報を提供し、左サブスクリ
ーンと右サブスクリーンが、時間、温度情報及びＧＰＳ位置信号から判断された方向情報
を表示する。前記トランスミッターは情報信号を発信し、この情報信号とは、左前方カメ
ラが撮影した映像、左後方カメラが撮影した映像、及びＧＰＳ情報である。このほかにも
、複数の保存装置用スロットがルームミラー本体に設けられており、ＳＤカード、ｍｉｎ
ｉＳＤカード、ｍｉｃｒｏＳＤ（登録商標）カードなど、外付け記憶装置を挿入すれば、
前記の車両情報を保存させることができ、中間メインスクリーン、右メインスクリーン及
び左メインスクリーンにおける映像表示と合わせて、全方位的な監視とドライブレコーダ
ーの機能を達成する。
【００１０】
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　車内外におけるマルチビュー映像を表示してユーザーに提供すると同時に、ユーザーが
混同しないよう、本考案では補助ディスプレイ装置を有している。この補助ディスプレイ
装置は運転席から見て左前方に当たるフロントピラー車内側に設置されており、無線レシ
ーバーをもつ二つの補助スクリーンが、この補助ディスプレイ装置の表面に設置されてお
り、それぞれアッパー補助スクリーン、ロワー補助スクリーンである。補助ディスプレイ
装置レシーバーがこの補助ディスプレイ装置に設けられ、ルームミラー本体から無線送信
されて来た情報信号を受信する。この情報信号には、アッパー補助スクリーンに表示され
る左前方カメラ撮影の映像、及びロワー補助スクリーンに表示される左後方カメラ撮影の
映像が含まれる。この補助ディスプレイ装置には補助ＧＰＳレシーバーも設置されており
、この補助ＧＰＳレシーバーは、外部から来るＧＰＳ信号を独立して受信し、ドライバー
が必要とする情報をすぐにキャッチできるようにする。この補助ディスプレイ装置には複
数の保存装置用スロットが設けられており、ＳＤカード、ｍｉｎｉＳＤカード、ｍｉｃｒ
ｏＳＤカードなど、外付け記憶装置を挿入すれば、前記の情報信号を保存できる。
【００１１】
　このルームミラー本体は警告モジュールが設けられている。この警告モジュールは、人
体を探知する赤外線（Ｉｎｆｒａｒｅｄ、ＩＲ）センサーを含み、車が非所有者に使用さ
れているときに他者の侵入があったことを探知し、また、振動信号レシーバーを含み、自
動車警報システムの振動信号を探知し、車が非所有者に使用されているときに他者による
打撃や破壊があったことを探知する。この警報モジュール内にはＧＳＭ全方位カメラがあ
り、このＧＳＭ全方位カメラはルームミラー本体上部に設置されており、赤外線センサー
の起動に基づき、３６０度旋回できるとともに、ＳＩＭやＩＰアドレスのように、他の装
置が識別可能なＩＤを有しており、全方位カメラが撮影した画像を記録情報化する。この
警告モジュール内には警告トランスミッターがあり、このトランスミッターは無線周波数
トランスミッターまたはＳＩＭカード式トランスミッターで、赤外線センサーと振動信号
レシーバーからの信号をトリガーにして、このトランスミッターが設定済みの端末に向け
て、前記の記録情報やＧＰＳ位置信号を含む警告信号を送信する。また、この警告モジュ
ールには保存装置用サブスロットがあり、ＳＤカード、ｍｉｎｉＳＤカード、ｍｉｃｒｏ
ＳＤカードなど、外付け記憶装置を挿入すれば、この保存装置サブスロット経由で前記の
記録情報を記憶させることができる。
【００１２】
　前記の保存装置スロットと保存装置サブスロットは、ＳＤカード、ｍｉｎｉＳＤカード
、ｍｉｃｒｏＳＤカードなど、メモリーカード挿入用のスロットであり、メモリーカード
をこの保存装置スロットと保存装置サブスロットに挿入すると、前記の情報信号や車両情
報、記録情報を記憶保存することができ、このメモリーカードを抜き取った後、他の装置
に読取りさせれば、従来のドライブレコーダーが達成できなかった多方向映像記録の効果
を得ることができ、事故発生時に全面的な記録、証拠として利用可能である。
【００１３】
　車両が侵入または盗難に遭ったときは追跡が可能となるよう、前記の警告モジュールは
直接、自動車の電源と接続しておく。自動車の電気回路がオフの状態で、ルームミラー本
体上のスクリーンとカメラが未起動であっても、赤外線センサーと振動信号レシーバーは
電源供給が維持されることから、自動車に不当な侵入があった場合、赤外線センサーと振
動信号レシーバーが警報すべき状況を探知したことをトリガーにして、警告トランスミッ
ターが設定済みの端末に対して警告信号を発するとともに、スタンドバイ状態にあるＧＳ
Ｍ全方位カメラが侵入者の画像または車内状況のリアルタイム画像を撮影し、この画像を
警告トランスミッターを通して、設定済み端末に送信することができる。この設定済み端
末とは、たとえば車両所有者の携帯電話、タブレットＰＣ、ノート型ＰＣ、卓上ＰＣであ
り、これらの設定済み端末には専用のユーザーインターフェースが設けられ、車両所有者
は全方位カメラの映像を見たり、このカメラをリモート制御することができ、この警告信
号にはＧＰＳレシーバーが受信したＧＰＳ位置情報も含まれているので、車両が盗難また
は破壊に遭ったときの後続動作に資する。
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【考案の効果】
【００１４】
　本考案は、最新の自動車向け配備であるコントローラや後方映像表示装置を持たない自
動車に対して、全方位の映像を監視し、記録できる機能を提供して、幅広いさまざまな車
種に応用可能とするとともに、ＧＰＳ、タイヤ圧または温度などの車両情報を提供して、
ドライバーが即座に運転に必要な情報をキャッチできるようにする。
　また、この全方位監視に加えて、車両が侵入または盗難に遭ったときは追跡が可能とな
るよう、警告モジュールを直接、自動車の電源と接続しておき、自動車の電気回路がオフ
の状態でも、赤外線センサーと振動信号レシーバーが警報すべき状況を探知したことをト
リガーにして、警告トランスミッターが設定済みの端末に対して警告信号を発するととも
に、スタンドバイ状態にあるＧＳＭ全方位カメラが侵入者の画像または車内状況のリアル
タイム画像を撮影し、この画像を警告トランスミッターを通して、設定済み端末に送信す
ることができる。この警告信号にはＧＰＳレシーバーが受信したＧＰＳ位置情報も含まれ
ているので、盗難された車両を即座に追跡することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本考案の「マルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動車
ルームミラー型デバイス」を正面斜め上方から見たときの図
【図２】本考案の「マルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動車
ルームミラー型デバイス」を鏡面から見たときの正面図
【図３】本考案の「マルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動車
ルームミラー型デバイス」の補助ディスプレイ装置の正面図
【図４】本考案の「マルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動車
ルームミラー型デバイス」におけるルームミラー本体と補助ディスプレイ装置の車内取り
付け図
【図４Ａ】本考案の「マルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動
車ルームミラー型デバイス」における、もうひとつのルームミラー本体と補助ディスプレ
イ装置の車内取り付け図
【図５】本考案の「マルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動車
ルームミラー型デバイス」におけるルームミラー本体と補助ディスプレイ装置のモジュー
ルブロック図
【考案を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本考案の実施の形態を、図に基づいて説明する。
【実施例】
【００１７】
　本考案の目的、技術及び長所を明確化するため、以下において図と実施例を用いて本考
案の詳細な説明を行う。ここにおいて叙述する具体的実施例はあくまでも本考案を説明す
るためのものであり、本考案の限定に用いられるべきではない。
【００１８】
　以下、図を用いて本考案を詳細に説明する。まず図１と図２を参照する。
　本考案はマルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動車ルームミ
ラー型デバイスであり、ルームミラー本体１を含み、このルームミラー本体１の正面左側
には左メインスクリーン１ａがあり、中央には中間メインスクリーン１ｂがあり、右側に
は右メインスクリーン１ｃがあり、左メインスクリーン１ａと中間メインスクリーン１ｂ
の間には左サブスクリーン１ａｂであり、中間メインスクリーン１ｂと右メインスクリー
ン１ｃの間は右サブスクリーン１ｂｃである。
　ルームミラー本体１正面左下のスライド機構には左後方カメラ１００が、ルームミラー
本体１正面中央下には後方正面カメラ１０１が、ルームミラー本体１正面右下のスライド
機構には右後方カメラ１０２がそれぞれ設けられており、左後方カメラ１００と右後方カ
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メラ１０２は、それぞれがスライド機構に沿って、ルームミラー本体１の下側で左右に平
行移動でき、左後方カメラ１００、右後方カメラ１０２、後方正面カメラ１０１はいずれ
も正面で回転してレンズを調整できる。ルームミラー本体１正面には五個の開閉ボタンが
あり、これらのメインスクリーンとサブスクリーンのオン・オフを独立して切替でき、そ
の対応関係は、開閉ボタン１０ａが左メインスクリーン１ａに、開閉ボタン１０ａｂが左
サブスクリーン１ａｂに、開閉ボタン１０ｂが中間メインスクリーン１ｂに、開閉ボタン
１０ｂｃが右サブスクリーン１ｂｃに、開閉ボタン１０ｃが右メインスクリーン１ｃに、
それぞれ対応している。
【００１９】
　ルームミラー本体１正面上部中央にはＧＳＭ全方位カメラ１１１があり、赤外線センサ
ー１１２がＧＳＭカメラ１１１の右下方、ルームミラー本体１正面上縁に設けられている
。
　図２を参照する。ルームミラー本体１右サイドには右前方カメラ１０５があり、左サイ
ドには左前方カメラ１０６があり、右前方カメラ１０５と左前方カメラ１０６はいずれも
正面から回転してレンズを調整できるとともに、横移動できるスライド機構を備えている
。また、ルームミラー本体１上部には、保存装置スロット１０９１、保存装置スロット１
０９２、保存装置スロット１０９３及び保存装置スロット１１５があって、メモリーカー
ドを挿入できる。
【００２０】
　本考案に係るマルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動車ルー
ムミラー型デバイスの補助ディスプレイ装置の正面図である図３を参照する。この補助デ
ィスプレイ装置２正面には、アッパー補助スクリーン２ａ、ロワー補助スクリーン２ｂが
あり、補助ディスプレイ装置２左サイドには保存装置スロット２０９１と保存装置スロッ
ト２０９２があってメモリーカードを挿入でき、補助ディスプレイ装置２内にはさらに、
補助ＧＰＳ情報レシーバー２０７を備え、ＧＰＳ情報を受信できる。
【００２１】
　前記のカメラとスクリーンの対応関係は以下のとおりである。左メインスクリーン１ａ
は右前方カメラ１０５が撮影した自動車右前方の映像を表示し、中間メインスクリーン１
ｂは後方正面カメラ１０１が撮影した自動車後方正面の映像を表示し、右メインスクリー
ン１ｃは右後方カメラ１０２が撮影した自動車右後方の映像を表示する。
　無線を受信できる補助ディスプレイ装置２は、ルームミラー本体１から送信されて来た
情報信号を受信し、補助ディスプレイ装置２のアッパー補助スクリーン２ａは、ルームミ
ラー本体１上の左前方カメラ１０６が撮影した自動車左前方の映像を表示し、ロワー補助
スクリーン２ｂはルームミラー本体１上の左後方カメラ１００が撮影した自動車左後方の
映像を表示する。左サブスクリーン１ａｂと右サブスクリーン１ｂｃでは、時間、温度情
報、及びＧＰＳ位置信号から判断された方向に関する情報が表示される。
【００２２】
　本考案に係るマルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動車ルー
ムミラー型デバイスにおけるルームミラー本体と補助ディスプレイ装置の車内取り付け図
である図４を参照する。
　ルームミラー本体１は自動車に備え付けのルームミラー上に、正面を自動車の後方に向
けて掛け、補助ディスプレイ装置２は運転席から見て左前方に当たるフロントピラー車内
側に設置する。このほか、図４－Ａのように、補助ディスプレイ装置２の一面に吸着パー
ツ２１０を設け、フロントガラスや車内の他の箇所に設置してもよい。この吸着パーツは
、吸盤、面ファスナ、ステッカーなどが考えられる。このようにして、ドライバーに迅速
且つリアルタイムに車の全方位映像と重要な車両情報を提供し、視覚上の盲点による事故
発生の確率を低減している。
【００２３】
　本考案に係るマルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備えた自動車ルー
ムミラー型デバイスにおけるルームミラー本体と補助ディスプレイ装置のモジュールブロ
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ック図である図５を参照しつつ説明する。
　ルームミラー本体１は、自動車の電気回路に接続されるとともに、図１の正面下側の左
後方カメラ１００、後方正面カメラ１０１、右後方カメラ１０２、右サイドの右前方カメ
ラ１０５、左サイドの左前方カメラ１０６、及びルームミラー本体１上部に設置されてい
るＧＳＭ全方位カメラ１１１と赤外線センサー１１２と接続されている。ルームミラー本
体１の内部には温度レシーバー１０３、時間レシーバー１０４、さらにタイヤ圧信号レシ
ーバー１０７を含んでおり、これらの温度レシーバー１０３、時間レシーバー１０４及び
タイヤ圧信号レシーバー１０７は、ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）または無線周波数受
信の方式により信号を受信し、その情報信号が図１に示す左サブスクリーン１ａｂと右サ
ブスクリーン１ｂｃに表示される。さらにルームミラー本体１には、補助ディスプレイ装
置２に信号を送る無線トランスミッターが設置されている。ルームミラー本体１の上部に
は、メモリーカードスロット１０９１、メモリーカードスロット１０９２、メモリーカー
ドスロット１０９３という三個のメモリーカードスロットがあり、後方正面カメラ１０１
、右後方カメラ１０２、右前方カメラ１０５が撮影した映像情報を保存できる。
　続いて図５を参照する。補助ディスプレイ装置２には、無線トランスミッター１０８か
ら送られて来た信号を受信する無線レシーバー２０８、補助ＧＰＳ情報レシーバー２０７
、さらには、ルームミラー本体１から送られて来た左後方カメラ１００及び左前方カメラ
１０６が撮影した画面を保存するためのメモリーカードスロット２０９１、メモリーカー
ドスロット２０９２がある。
【００２４】
　図５によると、ルームミラー本体１はさらに無線周波数警告トランスミッター１１を有
し、ＧＳＭ全方位カメラ１１１、赤外線センサー１１２及び振動信号レシーバー１１３が
いずれもこの無線周波数警告トランスミッター１１と接続されている。
　赤外線センサー１１２と振動信号レシーバー１１３は、自動車バッテリーと直接接続さ
れて、自動車の電気回路がオフの状態であってもスタンドバイ状態を維持できるようにな
っており、赤外線センサー１１２と振動信号レシーバー１１３が侵入を思わせる事象を探
知して起動したとき、自動車の電気回路をオンに切り替え、無線周波数警告トランスミッ
ター１１を通して警告信号を設定済み端末まで送信する。
　ルームミラー本体１に設置されているメモリーカードスロット１１５にメモリーカード
を挿入すれば、ＧＳＭ全方位カメラ１１１が撮影した記録情報を保存できる。ＧＰＳ情報
レシーバー１１４は、自動車の最新ＧＰＳ情報を含めた警告信号を、無線周波数警告トラ
ンスミッター１１を通して設定済み端末に向けて発信し、自動車所有者の盗難追跡に資す
る。
【００２５】
　以上の実施例によると、このマルチビュー画像表示と盗難防止用ＧＰＳ警報の機能を備
えた自動車ルームミラー型デバイスは、従来の技術におけるドライブレコーダーの死角、
及び自動車が盗難、破壊された時のなすすべない状況を改善するとともに、市販のドライ
ブレコーダー監視システムのように自動車本体外部に穴を開けて電線を通すといった作業
も不必要なことから、本考案は産業上の利用可能性と新規性、進歩性を有し、且つ経済的
な、新型の自動車ルームミラー型デバイスを提供する。
【００２６】
　上述の図と詳細な説明は本考案における実現可能な実施例の具体的説明であり、これら
の実施例は本考案の請求項に制限を加えるものではなく、本考案の趣旨に従い、適度な修
飾や変化を加えることで同等の効果を得た場合は、本考案の請求項の保護範囲内とする。
【００２７】
　以上を総合すると、本考案は技術的、思想的に革新性を有しているだけでなく、従来の
技術が及ばなかった上述の複数の機能や働きは、新規性、進歩性という法律上の登録要件
を満たしていると思われることから、ここに法により実用新案登録出願を行う。本出願が
登録されることを切望するものである。
【符号の説明】
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１　　　　ルームミラー本体
１ａ　　　左メインスクリーン
１ｂ　　　中間メインスクリーン
１ｃ　　　右メインスクリーン
１ａｂ　　左サブスクリーン
１ｂｃ　　右サブスクリーン
１０ａ　　開閉ボタン
１０ｂ　　開閉ボタン
１０ｃ　　開閉ボタン
１０ａｂ　開閉ボタン
１０ｂｃ　開閉ボタン
１００　　左後方カメラ
１０１　　後方正面カメラ
１０２　　右後方カメラ
１０３　　温度レシーバー
１０４　　時間レシーバー
１０５　　右前方カメラ
１０６　　左前方カメラ
１０７　　タイヤ圧信号レシーバー
１０８　　無線トランスミッター
１０９１　メモリーカードスロット
１０９２　メモリーカードスロット
１０９３　メモリーカードスロット
１１　　　無線周波数警告トランスミッター
１１１　　ＧＳＭ全方位カメラ
１１２　　赤外線センサー
１１３　　振動信号レシーバー
１１４　　ＧＰＳ情報レシーバー
１１５　　メモリーカードスロット
２　　　　補助ディスプレイ装置
２ａ　　　アッパー補助スクリーン
２ｂ　　　ロワー補助スクリーン
２０７　　補助ＧＰＳ情報レシーバー
２０８　　無線レシーバー
２１０　　吸着パーツ
２０９１　メモリーカードスロット
２０９２　メモリーカードスロット
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